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仕様書 

 

１ 目的 

この業務は、医療法施行規則に基づき、地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立

広島市民病院（以下「病院」という。）内の放射線管理区域内での継続的な被ばく線量を

適切に測定するため、行うものである。 

２ 定義 

  この仕様書において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると

おりである。 

 ⑴ 職員 病院の職員 

 ⑵ 素子 放射線測定器を構成する部品のうち、測定部に係るもの 

３ 実施内容 

  受注者は、次に掲げるとおり、放射線測定器を発注者に貸与し、返却された当該測定

器に係る測定結果を報告すること。 

  なお、発注者は、病院内の放射線管理区域に立ち入る職員で、予め受注者がこの業務

で使用するシステムに登録されている者に放射線測定器を装着させ（不均等被ばくをす

る職員については、放射線測定器を２個装着するものとする（女性は腹部及び頭頸部並

びに男性は胸部及び頭頸部）。）、１か月後に使用済みの当該測定器をまとめて、受注者に

返却するものとする。 

 ⑴ 仕様 

   貸与する放射線測定器の仕様は、次に掲げるとおりである。 

  ア 測定する放射線の種類及びエネルギー量等は、別紙のとおりである。 

  イ 堅牢、軽量、小型で装着が安易であること。 

  ウ 常温においてフェーディング（退行現象）が９０日間で０．５％以下であること。 

  エ 素子の感度に個体差が小さいこと。 

オ 放射線測定器への素子の着脱が容易で確実であること。 

⑵ 数量 

   年間の放射線測定件数は、概ね下表に掲げるとおりとする。ただし、職員の増減そ

の他の理由により、多少の変動があることに留意すること。 

区分 数量（単位：件） 

Ｘ線・β線・γ線対応型  ８，０３８ 

Ｘ線・β線・γ線・中性子線対応型      １９２ 

⑶ 貸与 

 次に掲げる事項に留意し、放射線測定器を貸与すること。 

ア 放射線測定器は毎月発送し、各月の区別ができるようにすること。 

  なお、遅滞なく余裕を持って送付すること。 
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  イ 新規、破損又は老朽等の理由にかかわらず、放射線測定器の装着用具は無償で貸

与すること。 

  ウ 発注者から放射線測定器の紛失又は事故等の発生の報告があったときは、代替の

放射線測定器を速やかに貸与すること。 

⑷ 報告書の提出 

  次に掲げる３種の報告書を発注者に提出すること。 

  なお、実効線量が、発注者が別途指定する管理基準線量を超えた職員を確認したと

きは、この報告にかかわらず、速やかに発注者が別途指示する方法により発注者に報

告すること。水晶体における等価線量が当該基準の３倍又は皮膚における等価線量が

当該基準の１０倍を超えたときも同様とする。 

 ア 測定結果一覧表 

   放射線測定器を装着した職員全てについて、測定月における測定値、放射線の種

類、実効線量及び等価線量並びに１か月、四半期、単年及び５年の累積を記載し、

報告する内容が関係法令の条件を満たすもの。 

   なお、この契約の履行開始日以前の職員の被ばく線量を、積算線量として記載す

ること。 

 イ 個人別報告書（月間） 

  放射線測定器を装着した職員について、その測定結果を職員別に記録したもの。 

  その他はアに準じる。 

ウ 個人別報告書（年間） 

  イに準じる。 

４ その他 

 ⑴ 受注者は、発注者から放射線測定器を装着する職員の新規登録及び登録内容の変更

について申請があった場合は、速やかに登録を完了すること。 

   なお、この契約の履行開始日前に当該職員の登録を完了すること。 

 ⑵ ３⑵に掲げる年間の予定件数が継続して著しく増減したときは、発注者及び受注者

はいずれかの求めに応じて、仕様及び委託契約金額の変更について協議に応じるもの

とする。 

 ⑶ 受注者は、この契約の期間の満了又は解除による終了後、新契約において別の事業

者が新たな受注者となった場合は、放射線測定器を装着する職員の積算線量を新たな

受注者に適切に引き継ぐこと。 

 ⑷ この仕様書に記載のない事項及び疑義の生じた事項については、発注者及び受注者

の協議により、その取扱いを決定するものとする。 
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別紙 

 

測定する放射線の種類等 

 

１ 放射線測定器及び測定できる放射線の種類 

  放射線測定器は、次に掲げるとおり、各放射線を測定できる２種類とする。 

ア Ｘ線・γ線・β線が測定できるもの。 

イ Ｘ線・γ線・β線・中性子線が測定できるもの。 

２ エネルギー範囲 

測定する各放射線のエネルギー範囲は、次に掲げるとおりである。 

ア Ｘ線・γ線については、１０ＫｅＶから１０ＭｅＶ程度、 

イ β線については、３００ＫｅＶから３ＭｅＶ程度 

ウ 熱中性子線については、０．０２５ｅＶから０．５ｅＶ程度 

エ 高速中性子線については、５００ＫｅＶから１０ＭｅＶ程度 

３ 線量 

  測定する各放射線の線量の範囲は、次に掲げるとおりである。 

 ア Ｘ線・γ線・β線については、０．１ｍＳｖから１０Ｓｖ 

イ 熱中性子線については、０．１ｍＳｖから６ｍＳｖ 

ウ 高速中性子線については０．２ｍＳｖから５０ｍＳｖ 

 


